
１ 目的 
全国各地の特別支援教育センターや教育センター等が実施している事業の諸問題について， 

研究発表及び協議，情報交換等を行うことで，センター相互の連絡提携を密にして，特別な支 
援を要する子ども一人一人の教育的ニーズに応じた教育の充実・振興に寄与する。  

２ 研究主題 

インクルーシブ教育システムの構築に向けた特別支援教育の推進 
～一人一人のニーズに応じた教育のために～ 

３ 主催  
全国特別支援教育センター協議会  

４ 主管  
山梨県総合教育センター  

５ 後援  
文部科学省 山梨県教育委員会 山梨県特別支援学校校長会  

  公益財団法人日本教育公務員弘済会山梨支部 
６ 開催期日  

  令和元年 10 月 24 日（木），25 日（金） 

７ 会場  
１日目 華やぎの章 慶山 

〒406-0031 山梨県笛吹市石和町市部822（TEL:055-262-2161） 
２日目 山梨県総合教育センター 

〒406-0801 山梨県笛吹市御坂町成田1456（TEL:055-262-5571） 
８ 日程  
【第１日目】10 月 24 日（木）（華やぎの章 慶山） 

11:30    12:00  12:45   13:10        14:10  14:30      16:00  16:20      17:40   18:00   20:00 

役員会 受付 開会式 
文部科学省 

講    話 
休憩 記念講演 休憩 

総  会 

事業説明 
休憩 

情報 

交換会 

【第 2日目】10 月 25 日（金）（山梨県総合教育センター） 

 9:00   9:15                 11:45  12:00     12:30 

受付 分科会別協議 
移動 

休憩 
閉会式 

９ 内容  
(1) 開会式  

挨  拶 全国特別支援教育センター協議会会長  
全国特別支援教育センター協議会総会・研究協議会（山梨県大会）大会長  

来賓祝辞 文部科学省初等中等教育局特別支援教育課長・山梨県教育委員会教育長  
(2) 講話  

「特別支援教育行政の現状と課題」 
文部科学省初等中等教育局特別支援教育課長 俵 幸嗣 氏   

(3) 記念講演  
演題 「認知神経科学よりみた発達障害―社会脳の発達とその障害―」  
講師 山梨大学医学部看護学科 教授 相原 正男 氏  

(4) 総会  
平成30度事業報告及び収支決算報告  
令和元度事業計画（案）及び収支予算（案）  
令和２年度役員の承認  
次期開催地の承認及び令和4年度の開催地の内定について  

第 43 回全国特別支援教育センター協議会総会・研究協議会（山梨県大会）開催要項 

インクルーシブ教育システムの構築に向けた特別支援教育の推進 

～一人一人のニーズに応じた教育のために～ 

  富士の国やまなし観光キャラバン隊長 
          武田  菱丸 



(5) 事業説明  
独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所  

(6) 分科会別協議（４分科会） 

 ①第１分科会（教育相談） 

  主 題：地域や関係機関と連携した多様なニーズに応える相談体制の在り方 

  発表１：「学校と関係機関・地域をつなぐ特別支援教育連携協議会の取り組み」 

      福岡市発達教育センター 所長 野口 信介 

  発表２：「支援を要する幼児児童生徒及び保護者や学校等の多様なニーズに応じた教育相

談の取組 ～これまでのデータから考察する教育相談の在り方の変換～ 」 

      沖縄県立総合教育センター 特別支援教育班 班長 粟國 静夫  

  助言者：国立特別支援教育総合研究所 研究企画部 上席総括研究員 棟方 哲弥  

  司会者：山梨県教育庁高校改革・特別支援教育課 主幹・指導主事 清水 龍大 

 ②第２分科会（研修） 

  主 題：特別支援教育の専門性向上の在り方 

  発表１：「和歌山県における特別支援教育の推進について－特別支援教育の基礎・基本研

修の実施－」 

      和歌山県教育センター学びの丘 学校支援課 和田 伸敏 

  発表２：「特別支援学校コーディネーター等相談支援資質向上研修について」 

      山梨県総合教育センター 相談支援部 特別支援教育担当  

      主幹・指導主事 小田切 一博 

  助言者：国立特別支援教育総合研究所 研修事業部 上席総括研究員 澤田 真弓  

  司会者：山梨県教育庁高校改革・特別支援教育課 主幹・指導主事 向山 広一 

 ③第３分科会（調査・研究） 

  主 題：一人一人の教育的ニーズに応じることのできる指導・支援に関する調査・研究と 

その活用の在り方 

  発表１：「知的障がい特別支援学校におけるカリキュラム・マネジメントを促進するため

の実践研究」 

      北海道立特別支援教育センター 知的障がい研究室 研究員 松原 ひかり 

  発表２：「知的障害のある生徒の望ましい人間関係を育む授業の在り方－『共感的人間関

係を育成する』振り返り等の充実を通して－」 

      広島県立教育センター 特別支援教育・教育相談部 指導主事 塚本 理恵 

  発表３：「読み書きに困難のある児童生徒へのＩＣＴ活用による学習支援推進研究」 

      京都府総合教育センター 特別支援教育部 研究員 佐藤 雄太 

  助言者：国立特別支援教育総合研究所 研究企画部 上席総括研究員 金子 健  

  司会者：山梨県教育庁高校改革・特別支援教育課 主幹・指導主事 久保田 雄  

 ④第４分科会（管理・運営） 

  主 題：インクルーシブ教育システム構築に向けた今後の教育センターの在り方 

  発表１：「インクルーシブ教育システム構築に向けた研修の充実について－教員育成指標

に基づいた研修体系の在り方－」 

      秋田県総合教育センター 支援班 主任指導主事 村松 勝信 

  発表２：「「インクルーシブな学校づくり」の推進に関する研究」 

      神奈川県立総合教育センター 教育相談部教育相談課 指導主事 細田 高志 

  助言者：国立特別支援教育総合研究所 インクルーシブ教育システム推進センター 

      総括研究員 横尾 俊  

  司会者：山梨県教育庁高校改革・特別支援教育課 主幹・指導主事 荒川 昌浩 

(7) 閉会式  

挨拶 全国特別支援教育センター協議会会長  

開催主管機関代表者 

次期開催主管機関代表者  

 



(8) 情報交換会  

華やぎの章 慶山（７F スカイラウンジ東側） 

10 参加申込方法等  

申込先，方法，申込期日，宿泊に関する案内等については，別紙を参照の上，申し込みを

お願いいたします。  

11 参加費等  

(1) 参 加 費 なし  

(2) 情報交換会費 7,000 円 

12 問い合わせ先 

  山梨県総合教育センター内 全特セ山梨県大会事務局 金谷 裕司（かなや ゆうじ） 

  〒409-1501 山梨県笛吹市御坂町成田 1456番地 

  ℡：055‐263‐4606 Fax：055‐263‐4606 

  E-mail:zentokus@kai.ed.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



案内図  大会会場までのアクセス 

 

【１日目 大会会場 華やぎの章 慶山】  

１．「華やぎの章 慶山」までの移動手段 

・JR利用の場合  

JR 東日本石和温泉駅（南口）から徒歩で５分程度 

・お車でお越しの場合 

中央自動車道一宮御坂ＩＣを御利用いただき，「華やぎの章 慶山」まで１５分程度 

２．「華やぎの章 慶山」から宿泊場所までの移動手段（情報交換会後） 

 ・情報交換会が行われます「華やぎの章 慶山」から「ホテルルートインコート甲府石和」  

  「チサンイン甲府石和」までは，無料シャトルバスを用意いたしますので，ご利用くださ 

  い。 

【２日目 大会会場 山梨県総合教育センター】 

１．「山梨県総合教育センター」までの移動手段 （２日目 朝） 

・「華やぎの章 慶山」「ホテルルートインコート甲府石和」「チサンイン甲府石和」「JR 東 

 日本石和温泉駅（北口）」から乗車可能な無料シャトルバスを用意いたしますので，ご利

用ください。 

・お車でお越しの場合  

中央自動車道一宮御坂ＩＣを御利用いただき，１０分程度 

２．「山梨県総合教育センター」からJR東日本石和温泉駅までの移動手段 (２日目 閉会式後) 

  ・無料シャトルバスを用意いたしますので，ご利用下さい。 

  

【その他】 

  ・特急「かいじ」はJR 東日本石和温泉駅に停車しますが，特急「あずさ」は停まらないので

ご注意ください。 

  ・JR 東日本石和温泉駅（南口）から山梨県総合教育センター（２日目大会会場）まで，タク

シーで10分・1,000円程度です。 

  ・無料シャトルバスについては別紙をご参照ください。なお，大会参加者どなたでもこの無   

料シャトルバスをご利用できます。 

 

華やぎの章   

 慶山 


